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ｃ 事業名
補助対象
事業者等

事業概要

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
A-1系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、A
コースの利用人員については昨年
度とほぼ横ばいとなっている。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
A-2系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、A
コースの利用人員については昨年
度とほぼ横ばいとなっている。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
A-3系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、A
コースの利用人員については昨年
度とほぼ横ばいとなっている。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
A-4系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、A
コースの利用人員については昨年
度とほぼ横ばいとなっている。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況 ③事業の今後の改善点

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

国道事務所海南国道維持出張所

県タクシー協会・和歌山県交通運輸産業

労働組合・有田振興局建設部・有田警察署

・国土交通省近畿地方整備局和歌山河川

・みなみ交通・和歌山県バス協会・和歌山

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）

協議会・構成員 有田市地域公共交通会議

有田市・近畿運輸局和歌山運輸支局・

和歌山県・有田市連合自治会・中紀バス



別添１

ｃ 事業名
補助対象
事業者等

事業概要

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
B-1系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、B
コースの利用人員については目標
人員に対して大幅に減少している。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
B-2系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、B
コースの利用人員については目標
人員に対して大幅に減少している。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
B-3系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、B
コースの利用人員については目標
人員に対して大幅に減少している。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

中紀バス株式会社
B-4系統

有田市全域を運行
するコミュニティバ
ス運行

A
事業は計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

B

事業としては、公共交通空白地域を
解消し、安定してサービスを提供す
るという目標は達成されたが、B
コースの利用人員については目標
人員に対して大幅に減少している。

【各評価項目の評価基準】
①事業実施の適切性
　　Ａ…事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された（されている）。
　　B…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった（一部実施されない見込み）。
　　C…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった（実施されない見込み）。

②目標・効果達成状況
　　A…事業が計画に位置付けられた目標を達成した（する見込み）。
　　B…事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった（一部達成できない見込み）。
　　C…事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった（達成できない見込み）。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況 ③事業の今後の改善点

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。

路線の周知徹底をより一層行うとともに、要
望等に応じて、より利用頻度が高くなるよう
バス停の新設・変更や細かい路線等の見
直しを検討する予定。


